国際私法(高橋宏司担当)　2004年度期末試験
以下すべて答えよ。なお、配点に鑑み、時間配分に注意すること。

第1問

甲国人女Xと日本人男Yは有効に婚姻し、甲国に3年居住した後、日本に移り住んだ。甲国居住中には、両者の間に子A（甲国と日本の二重国籍）が誕生した。日本に移住後，夫婦喧嘩が頻繁となり，YがXに対して暴力を振るうようになった。そして，YがXの顔面を踏みつけて骨折の傷害を負わせるに至ったため，日本に移住後1年目にして、Xは甲国に逃げ帰って別居するようになった。このような事情の下、Xは、離婚，子Aの親権者の指定，慰謝料，財産分与を求めて日本で訴えを提起した。それぞれの準拠法は何か論ぜよ。(40点)

第2問

以下の事実関係の下で、Xが日本国籍を取得するか論ぜよ。(20点)

韓国人女Aは、日本人男Bとの婚姻中、日本人男Cの子Xを懐胎し、出産した。Aは、BとXとの間の親子関係の不存在を確定するための法的手続をとることにしたが、Bの所在は出産前から不明になっていた。出産は帝王切開によるものであって、Aは退院後もXを養育しながら自宅療養を続け、約3ケ月間Bの所在を調査したが、結局判明しなかった。そこで、出産の8ヶ月後、Xの親権者として、XのBに対する親子関係の不存在確認の訴えを提起し、Bに対して公示送達がなされた。同訴えは認められ、その裁判の確定後7日目にCによるXの認知の届出がされた。

第3問

23歳の甲国人Xが京都に観光に訪れ、土産店で店主Yから西陣織の着物を購入した。甲国法によれば、成年年齢は25歳とされており、未成年者の締結した契約は取り消しうることになっている。Xが当該着物の売買契約を取り消すことができるか論ぜよ。その際、Yの善意・悪意による区別の当否にも言及すること。さらに、Yが甲国人である場合も考えよ。(20点)

第4問

狭義の反致の当否を簡潔に論ぜよ。(20点)

